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図１．正方形材（補強材） 

 

図 2．補強円筒 

① 図 1 より、正方形材の断面二次モーメント 00 , yz II は、 
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となる。 
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② 図 2 により、中心から最上および最下の正方形材の図心までの距離は 
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となるので、この場合の断面二次モーメント 1ZI は、 
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となる。 

③ 斜めの正方形材の断面二次モーメント 2ZI は、 6
πθ = とすると、次式より、 
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となり、また、 00 yz II = より、 
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となるので、 
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となる。 
④ 円筒だけの断面二次モーメント 3zI は、 
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となる。 
⑤ 全体の断面二次モーメント zI は、（５）、（８）、（９）、より、 
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となる。 
⑥ 式（１０）より、最大及び最小曲げ応力 maxxσ minxσ は、 

 MPar
I

M
m

z

z
x 8.131300

1077.22
101

7

8

max =×
×

×
==σ  

 MPar
I

M
m

z

z
x 8.131300

1077.22
101

7

8

min −=×
×

×
−=−=σ  


